
(57)【要約】

【課題】　IPS液晶表示器の反応速度を増加させ、パネ

ルの透過率を向上し、広視野角効果を実現して、縁部の

液晶分子の配向状態が不連続との問題を改善する。

【解決手段】　本発明に係る液晶表示器は、上下基板と

、その間にある液晶層と、を有する。基板表面には、複

数のTFTと、映像信号線と、走査信号線と、共通線と、

画素電極と、対向電極とを含み、このうち画素電極と対

向電極が介在配列を構成し、且つその終点と始点が映像

信号線と走査信号線が定義する画素領域の同一側辺に位

置する。もう一つの基板表面には、電圧が対向電極とお

なじである透明補助電極を有する。上記の構造により、

本発明の液晶表示器は一部が基板平面と平行な電界成分

だけでなく、画素電極上にさらに基板平面と垂直電界成

分を有し、基板の透過率を改善することができる。

【選択図】　図7a
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
表 面 に 複 数 の TFTと 、 複 数 の 映 像 信 号 線 と 、 複 数 の 走 査 信 号 線 と 、 共 通 線 と 、 複 数 の 画 素
電 極 と 、 複 数 の 対 向 電 極 と を 有 す る 第 1基 板 と 、
　 表 面 に 少 な く と も 複 数 の 透 明 補 助 電 極 を 有 す る 第 2基 板 と 、
　 前 記 第 1基 板 と 前 記 第 2基 板 と の 間 に あ る 液 晶 層 と 、 を 備 え 、
　 前 記 第 1基 板 に お け る 二 本 の 隣 合 う 映 像 信 号 線 と 、 二 本 の 隣 合 う 走 査 信 号 線 と は 一 画 素
領 域 を 定 義 し 、 各 画 素 領 域 に つ い て 、 そ の 縁 部 に あ る 一 映 像 信 号 線 と 、 そ の 内 に あ る TFT
の ソ ー ス と が 電 気 的 接 続 を し 、 そ の 縁 部 に あ る 一 走 査 信 号 線 と 、 そ の 内 に あ る TFTの ゲ ー
ト と が 電 気 的 接 続 を し 、 且 つ そ の 内 の 画 素 電 極 と 、 そ の 内 に あ る TFTの ド レ イ ン が 電 気 的
接 続 を し 、 前 記 共 通 線 と 前 記 対 向 電 極 を 電 気 的 接 続 す る こ と で 電 圧 を 制 御 し 、 な お 、 前 記
複 数 の 画 素 電 極 と 前 記 複 数 の 対 向 電 極 と が 介 在 配 列 を 構 成 し 、 各 画 素 電 極 と そ の 対 応 す る
対 向 電 極 の 終 点 及 び 始 点 が そ の 対 応 す る 画 素 領 域 の 同 一 側 辺 に あ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶
表 示 器 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 2基 板 の 表 面 に は 、 該 第 2基 板 と 前 記 複 数 の 透 明 補 助 電 極 と の 間 に 複 数 の カ ラ ー フ ィ
ル タ を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の 液 晶 表 示 器 。
【 請 求 項 ３ 】
各 透 明 補 助 電 極 の 電 圧 が そ の 対 応 す る 対 向 電 極 の 電 圧 と 同 じ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 1に 記 載 の 液 晶 表 示 器 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 画 素 電 極 若 し く は 前 記 対 向 電 極 が 透 明 金 属 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載
の 液 晶 表 示 器 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 透 明 金 属 が ITO若 し く は IZOで あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 4に 記 載 の 液 晶 表 示 器 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 第 2基 板 上 に 、 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ と 前 記 透 明 補 助 電 極 と の 間 に あ る 平 坦 化 層 、 を 更
に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 2に 記 載 の 液 晶 表 示 器 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 画 素 電 極 と 前 記 対 向 電 極 が 同 一 水 平 面 上 に あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の 液
晶 表 示 器 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 対 向 電 極 と 前 記 映 像 信 号 線 と の 間 に あ る 絶 縁 層 、 を 更 に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 1に 記 載 の 液 晶 表 示 器 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 対 向 電 極 と 前 記 絶 縁 層 と の 間 に あ る 平 坦 化 絶 縁 層 、 を 更 に 備 え 、 前 記 走 査 信 号 線 と 前
記 共 通 線 が 前 記 平 坦 化 絶 縁 層 と 前 記 第 1基 板 と の 間 に あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 8に 記 載
の 液 晶 表 示 器 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 平 坦 化 絶 縁 層 が 有 機 材 料 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 9に 記 載 の 液 晶 表 示 器 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 絶 縁 層 が 無 機 材 料 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 8に 記 載 の 液 晶 表 示 器 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 画 素 電 極 と 前 記 対 向 電 極 が 直 線 状 若 し く は Z字 形 の 介 在 配 列 を 構 成 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 1に 記 載 の 液 晶 表 示 器 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 画 素 領 域 に お い て 、 前 記 対 向 電 極 の 一 部 と 前 記 映 像 信 号 線 が 重 な っ て い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 1に 記 載 の 液 晶 表 示 器 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 液 晶 層 が 負 誘 電 率 異 方 性 液 晶 若 し く は 正 誘 電 率 異 方 性 液 晶 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
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求 項 1に 記 載 の 液 晶 表 示 器 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 透 明 補 助 電 極 が ITO若 し く は IZOか ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の 液 晶 表 示
器 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 透 明 補 助 電 極 が 平 面 電 極 も し く は パ タ ー ン 化 さ れ た 電 極 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 1に 記 載 の 液 晶 表 示 器 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 画 素 領 域 同 士 の 間 に 、 前 記 第 2基 板 と 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ と の 間 に あ る ブ ラ ッ ク マ ト
リ ッ ク ス を 更 に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 2に 記 載 の 液 晶 表 示 器 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 第 1基 板 と 前 記 第 2基 板 は 、 前 記 液 晶 表 示 器 を 組 立 て る と き 、 前 記 第 1基 板 と 前 記 第 2基
板 を 位 置 合 わ せ る た め の 配 向 膜 、 を 更 に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の 液 晶 表 示
器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 液 晶 表 示 器 に 関 し 、 特 に ア ク テ ィ ブ 方 式 に 適 し た 液 晶 表 示 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 表 示 器 の 液 晶 分 子 の 配 列 方 向 は 液 晶 分 子 に 印 加 さ れ る 電 界 に よ り 制 御 す る 。 つ ま り
、 電 界 の 大 き さ が 変 わ る と 、 液 晶 分 子 の 配 列 方 向 も 変 わ る 。 従 っ て 、 入 射 光 が 液 晶 分 子 の
光 学 異 方 性 及 び 偏 光 性 に よ り 映 像 デ ー タ を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　  従 来 の 液 晶 表 示 器 に お い て 、 液 晶 分 子 の 配 列 方 向 は 印 加 さ れ る 垂 直 電 界 の 大 き さ に よ
り 決 め ら れ 、 高 透 光 性 及 び 高 開 口 率 と い う 利 点 は 有 す る が 、 視 野 角 が 狭 い と い う 問 題 が あ
っ た 。 そ こ で 、 IPS（ In-plane switching） 液 晶 表 示 器 が 提 案 さ れ た 。 こ の 種 の 液 晶 表 示
器 は 、 画 素 電 極 と 共 通 電 極 を 同 一 基 板 上 に 形 成 し て 横 向 き の 電 極 を 利 用 し て 基 板 に 平 行 な
電 界 を 生 じ る 。 従 っ て 、 IPS液 晶 表 示 器 は 広 視 野 角 及 び 低 分 散 と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 IPS液 晶 表 示 器 は 、 一 般 に 互 い に 平 行 な 上 下 基 板 と 、 こ の 上 下 基 板 の 間 に あ る 液 晶 層 を
含 む 。 下 基 板 上 に は 互 い に 平 行 で 間 隔 を あ け た よ う に 配 列 す る 画 素 電 極 と 共 通 電 極 が 設 置
さ れ る 。 液 晶 分 子 の 長 軸 方 向 は 画 素 電 極 と 共 通 電 極 の 横 向 き 電 界 に よ っ て ね じ れ た 配 向 に
な る 。 ア メ リ カ 特 許 番 号 第 6,266,117号 「 Active-Matrix Liquid Crystal Display」 は 、
最 も 普 遍 的 な IPS液 晶 表 示 器 を 開 示 し 、 図 12a及 び 図 12bに 示 す よ う に 、 下 基 板 1A上 に は 垂
直 に 交 差 し た 走 査 信 号 線 2と 映 像 信 号 線 3と が 設 け ら れ 、 こ の 走 査 信 号 線 2と 映 像 信 号 線 3が
定 義 す る 画 素 内 に 、 TFT（ 矢 印 に 示 す 如 く ） と 、 互 い に 間 隔 を あ け て 交 互 に 配 列 す る 表 示
電 極 15（ display electrode） と 、 基 準 電 極 14（ reference electrode） と が 設 け ら れ 、 更
に 上 基 板 1B上 に は 、 映 像 信 号 線 3に 対 応 す る シ ー ル ド 電 極 31（ shield electrode） と 各 画
素 の 縁 部 に 対 応 す る 遮 光 膜 30と が 設 け ら れ る 。 こ の う ち 、 表 示 電 極 15は 一 般 に 画 素 電 極 と
称 し 、 基 準 電 極 14は 対 向 電 極 と 称 し 、 ま た 遮 光 膜 30は ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス （ black matr
ix, BM） と 称 す る 。 こ の 液 晶 表 示 器 は 一 部 が 基 板 平 面 に 平 行 な 電 界 Eを 生 じ て 広 視 野 角 の
目 的 を 実 現 す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ６ ， ２ ６ ６ ， １ ７ ７ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 然 し な が ら 、 IPS液 晶 表 示 器 は 全 体 の 開 口 率 と 広 視 野 角 に つ い て 、 ま だ 改 善 す べ き 点 が
あ り 、 特 に 表 示 器 の 縁 部 に は 液 晶 分 子 の 配 向 状 態 が 不 連 続 と の 欠 点 が 残 っ て い る 。 本 発 明
に よ る 液 晶 表 示 器 は 、 IPS液 晶 表 示 器 の 反 応 速 度 を 増 加 さ せ 、 パ ネ ル の 透 過 率 を 向 上 し 、
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広 視 野 角 効 果 を 実 現 し て 、 縁 部 の 液 晶 分 子 の 配 向 状 態 が 不 連 続 と の 問 題 を 改 善 す る こ と を
目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 補 助 電 極 （ auxiliary electrode） を 使 用 し て
、 異 な る 方 向 の 電 界 を 有 効 に 利 用 し て パ ネ ル の 透 過 率 を 増 加 す る 液 晶 表 示 器 を 提 供 す る 。
ま た 、 画 素 で は 低 誘 電 率 の 平 坦 化 絶 縁 層 を 加 え る こ と に よ っ て 、 表 面 の 平 坦 化 効 果 を 向 上
す る ほ か 、 間 接 的 に 底 部 の 金 属 線 に よ っ て 電 力 線 の 液 晶 に 対 す る 影 響 を 低 下 さ せ て 、 電 極
間 の 相 互 影 響 を 低 下 す る 。 こ の 他 、 画 素 電 極 と 対 向 電 極 は 共 に 透 明 金 属 を 使 用 で き 、 パ ネ
ル の 開 口 率 を 有 効 に 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 器 は 、 第 1基 板 と 、 表 面 に 複 数 の 透 明 補 助 電 極 を 有 す る 第 2基 板 と
、 前 記 第 1基 板 と 前 記 第 2基 板 と の 間 に あ る 液 晶 層 と 、 を 含 む 。 こ の う ち 、 上 記 第 1基 板 は
、 表 面 に 複 数 の TFTと 、 複 数 の 映 像 信 号 線 と 、 複 数 の 走 査 信 号 線 と 、 共 通 線 と 、 複 数 の 画
素 電 極 と 、 複 数 の 対 向 電 極 と を 有 し 、 上 記 映 像 信 号 線 と 走 査 信 号 線 が ア レ イ 配 置 を 形 成 し
、 二 本 の 隣 合 う 映 像 信 号 線 と 、 二 本 の 隣 合 う 走 査 信 号 線 と は 一 画 素 領 域 を 定 義 す る 。 各 画
素 領 域 に つ い て 、 そ の 縁 部 に あ る 一 映 像 信 号 線 と 、 そ の 内 に あ る TFTの ソ ー ス と が 電 気 的
接 続 を し 、 そ の 縁 部 に あ る 一 走 査 信 号 線 と 、 そ の 内 に あ る TFTの ゲ ー ト と が 電 気 的 接 続 を
し 、 且 つ そ の 内 の 画 素 電 極 と 、 そ の 内 に あ る TFTの ド レ イ ン が 電 気 的 接 続 を す る 。 な お 、
各 画 素 領 域 に つ い て 、 共 通 線 と 対 向 電 極 と が 電 気 的 接 続 を す る こ と で 電 圧 を 制 御 し 、 画 素
電 極 と 対 向 電 極 と が 介 在 配 列 を 構 成 し 、 且 つ 画 素 電 極 と 対 向 電 極 の 終 点 及 び 始 点 が 該 画 素
領 域 の 同 一 側 辺 に あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 1に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 器 の 画 素 領 域 は 、 第 1基 板 と 、 第 2基 板 と 、 前 記 両
基 板 の 間 に あ る 液 晶 層 と 、 を 有 し 、 液 晶 層 の 材 料 は 負 誘 電 率 異 方 性 液 晶 若 し く は 正 誘 電 率
異 方 性 液 晶 で あ る 。 第 1基 板 の 表 面 に ア レ イ 配 列 を 呈 す る 複 数 の 映 像 信 号 線 110と 複 数 の 走
査 信 号 線 120が 設 け ら れ 、 よ っ て 複 数 の 画 素 領 域 が 形 成 さ れ る 。 ま た 、 各 画 素 領 域 内 に お
い て 、 TFT（ 矢 印 に 示 す ） が 存 在 し て お り 、 通 常 該 TFTは 映 像 信 号 線 110と 走 査 信 号 線 120と
の 交 点 上 に あ る 。 各 画 素 領 域 内 で 、 一 映 像 信 号 線 110は TFTの ソ ー ス 132と つ な が り 、 一 走
査 信 号 線 120は TFTの ゲ ー ト 136と つ な が り 、 ま た 画 素 電 極 140は TFTの ド レ イ ン 134と つ な が
っ て い る 。 こ の 他 、 共 通 線 150は 対 向 電 極 160と つ な が っ て い る 。 こ の 共 通 線 150は 、 一 般
に 不 透 明 な 金 属 層 で あ り 、 ま た そ の 位 置 に 制 限 は な く 、 走 査 信 号 線 120の 側 辺 で 、 画 素 領
域 を 越 え な い 透 光 領 域 、 若 し く は 画 素 領 域 を 越 え た 透 光 領 域 に 位 置 す る こ と が で き る 。 画
素 電 極 140と 対 向 電 極 160は 直 線 状 、 Z字 形 介 在 配 列 、 若 し く は そ の 他 横 向 き の 電 界 を 生 成
で き る 形 状 で あ る 。 但 し 、 Z字 形 の 場 合 は カ ラ ー シ フ ト (color shift)の 現 象 を 低 下 す る こ
と が で き る の で 、 よ り 好 ま し い 。 本 発 明 に お け る 画 素 電 極 140と 対 向 電 極 160の 終 点 と 始 点
は 画 素 領 域 の 同 一 側 辺 に あ り 、 そ の 材 料 は 透 光 率 が 素 晴 ら し い ITO若 し く は IZOか ら な る 透
明 金 属 で も よ い し 、 ク ロ ム や ア ル ミ ニ ウ ム な ど 不 透 明 金 属 で も よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
  第 2基 板 の 表 面 に は 、 透 明 補 助 電 極 が 設 け ら れ 、 こ の 透 明 補 助 電 極 は ITO若 し く は IZOか
ら な る の が 好 ま し い 。 ま た 、 形 式 と し て は 最 も 簡 単 な 平 面 電 極 で も よ い し 、 パ タ ー ン 化 さ
れ た 電 極 で も よ い 。 第 2基 板 の 表 面 に は 、 該 第 2基 板 と 前 記 補 助 電 極 と の 間 に カ ラ ー フ ィ ル
タ を 更 に 設 け 、 よ っ て 各 種 の 色 彩 を 表 示 す る 効 果 を 達 成 で き る 。 な お 、 カ ラ ー フ ィ ル タ と
補 助 電 極 と の 間 に 、 平 坦 化 層 (smooth layer)を 更 に 設 け る こ と に よ っ て カ ラ ー フ ィ ル タ の
各 色 層 間 の 段 差 を 除 去 で き る の が 好 ま し い 。 こ の 他 、 透 明 補 助 電 極 若 し く は 平 坦 化 層 の も
う 一 つ の 機 能 は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ の 金 属 イ オ ン が 液 晶 層 内 へ 入 り 込 む の を 防 止 す る 。 更 に
、 該 第 2基 板 と 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ と の 間 、 且 つ 各 画 素 領 域 の 縁 部 に ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク
ス を 設 け る こ と に よ っ て 、 赤 、 緑 、 青 の 各 画 素 間 の 隙 間 を シ ー ル ド す る 。 従 っ て 、 LCD光
点 同 士 間 の 干 渉 に よ っ て 生 じ る 光 害 を 大 幅 に 減 少 し て 、 よ り 安 定 し て は っ き り し た 画 質 を
実 現 で き る 。 こ の 他 、 異 な る 画 素 間 に カ ラ ー フ ィ ル タ が 重 な っ て い る た め 、 遮 光 の 効 果 を
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実 現 で き る 。 本 発 明 に お け る 透 明 補 助 電 極 の 電 圧 は 、 対 向 電 極 の 電 圧 と 同 じ で あ る の が 好
ま し く 、 よ っ て 液 晶 表 示 器 は 基 板 平 面 と 平 行 な 電 界 を 有 す る だ け で な く 、 画 素 電 極 の 上 方
に 基 板 平 面 と 垂 直 な 電 界 を 更 に 有 す る の で 、 基 板 の 透 過 率 を 改 善 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 画 素 電 極 と 対 向 電 極 の 配 置 に つ い て は 、 両 者 が 同 一 平 面 上 に あ る の が 好 ま し い が 、 異 な
る 平 面 に あ っ て も よ い 。 対 向 電 極 と 映 像 信 号 線 と の 間 に 、 更 に 絶 縁 層 を 含 む の が 好 ま し い
。 TFTを も っ と 完 全 に 保 護 で き る よ う 、 該 絶 縁 層 は 酸 化 ケ イ 素 や 窒 化 ケ イ 素 な ど の 無 機 材
料 か ら な る の が 好 ま し い 。 ま た 、 有 機 材 料 或 い は 無 機 材 料 か ら な る 平 坦 化 絶 縁 層 を 含 む こ
と で 製 造 プ ロ セ ス を 簡 略 化 し 、 表 面 の 平 坦 化 を 速 く す る 効 果 を 有 す る の が 更 に 好 ま し い 。
こ の 場 合 、 走 査 信 号 線 と 共 通 線 が 平 坦 化 絶 縁 層 と 第 1基 板 と の 間 に あ り 、 該 平 坦 化 絶 縁 層
が 表 面 の 平 坦 性 を 向 上 で き る 。 従 っ て 、 表 面 の 平 坦 性 が 不 良 の た め 、 液 晶 分 子 の 配 向 が 異
常 に な る 現 象 を 低 減 し て 、 輝 度 を 上 げ る 効 果 が あ る 。 こ の 他 、 画 素 領 域 内 に お い て 、 対 向
電 極 が 映 像 信 号 線 と 重 な る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に お け る 画 素 電 極 と 対 向 電 極 の 終 点 と 始 点 は 、 と も に 共 通 線 上 に あ る の で 、 対 向
電 極 に お け る 画 素 領 域 内 に 延 伸 し た フ ォ ー ク 状 の 部 分 以 外 は 、 コ 字 形 に 画 素 領 域 の 周 縁 に
沿 っ て 設 け ら れ る 。 以 下 の 実 施 例 に お い て は 、 A－ A’ に 沿 っ た 断 面 図 で 示 す 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 で 6つ の 実 施 例 を あ げ て 本 発 明 の 技 術 内 容 及 び 特 徴 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 実 施 例 に お け る 液 晶 表 示 器 は 、 図 2aに 示 す よ う に 、 第 2基 板 310の 表 面 に 、 カ ラ ー フ ィ
ル タ 320と 、 透 明 補 助 電 極 340と 、 配 向 膜 350と 、 を 順 に 形 成 す る 。 こ の 他 、 第 2基 板 310と
カ ラ ー フ ィ ル タ 320と の 間 、 各 画 素 領 域 の 縁 部 に 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 360を 更 に 形 成 す
る 。 本 実 施 例 に お い て 、 各 色 層 間 の 段 差 が 明 ら か な 場 合 は 、 図 2bに 示 す よ う に 、 更 に 平 坦
化 層 330を カ ラ ー フ ィ ル タ 320と 透 明 補 助 電 極 340と の 間 に 介 装 す る こ と に よ っ て 各 色 層 間
の 段 差 を 除 去 す る 。 ま た 、 第 1基 板 170の 表 面 で は 、 画 素 電 極 140と 映 像 信 号 線 110が 同 一 水
平 面 上 に 位 置 し 、 画 素 電 極 140と 対 向 電 極 160の 間 に 絶 縁 層 180が 介 装 さ れ て い る 。 こ の う
ち 、 画 素 電 極 140と 対 向 電 極 160は と も に 透 明 金 属 か ら な る 。 こ の 他 、 配 向 膜 190は 対 向 電
極 160を 被 覆 し て 、 第 2基 板 310上 の 配 向 膜 350と 位 置 合 わ せ し 、 ゲ ー ト 絶 縁 層 210は 走 査 信
号 線 と 第 1基 板 170と の 間 に 介 装 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 実 施 例 の 液 晶 表 示 器 は 、 透 明 補 助 電 極 340の 電 圧 が 対 向 電 極 160の 電 圧 と 同 じ で あ り 、
従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の よ う に 、 一 部 の 基 板 平 面 に 平 行 な 横 向 き の 電 界 を 有 す る だ け で な く
、 画 素 電 極 140の 上 に 更 に 基 板 平 面 と 垂 直 な 垂 直 電 界 成 分 を 有 す る の で 、 図 2aの 矢 印 に 示
す 電 界 分 布 が 得 ら れ る 。 従 っ て 、 基 板 の 透 過 率 を 改 善 す る こ と が で き る 。 ま た 、 液 晶 表 示
器 全 体 の 水 平 電 界 分 布 を 調 整 す る こ と に よ っ て 、 基 板 縁 部 に あ る 液 晶 分 子 の 配 向 状 態 が 不
連 続 と の 問 題 を 解 決 で き る 。 更 に 具 体 的 に 説 明 す る と 、 従 来 の 画 素 電 極 140と 対 向 電 極 160
が Z字 形 を 呈 し て 介 在 配 列 を な す 場 合 、 画 素 電 極 140と 対 向 電 極 160の 間 の 液 晶 分 子 の 配 列
状 況 は 、 図 8に 示 す よ う に 、 電 圧 印 加 前 は 同 一 方 向 に 規 則 的 に 配 列 し て い る 。 一 方 、 電 圧
を 印 加 す る と 、 液 晶 分 子 は 電 圧 の 影 響 を 受 け て 図 9に 示 す よ う な 配 列 に な る 。 但 し 、 こ の
場 合 、 画 素 電 極 140正 上 方 に あ る 液 晶 分 子 の 配 列 は 、 電 圧 印 加 前 の 配 列 と 同 じ で あ る 。 つ
ま り 、 図 10に 示 す よ う に 、 こ の 位 置 に お い て は 外 か ら の 電 圧 の 影 響 を 受 け な い た め 、 電 界
が 生 じ な い 。 本 発 明 に よ れ ば 、 電 圧 の 印 加 時 に 、 画 素 電 極 140の 正 上 方 に あ る 液 晶 分 子 は
、 図 11に 示 す よ う に 、 補 助 電 極 の 影 響 を 受 け て 液 晶 分 子 が 回 転 し て 角 度 θ を 示 す の で 、 開
口 率 を 増 加 さ せ る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 実 施 例 に お い て 、 図 3aに 示 す よ う に 、 液 晶 表 示 器 は 、 第 2基 板 310の 表 面 に カ ラ ー フ ィ
ル タ 320と 、 透 明 補 助 電 極 340と 、 配 向 膜 350と 、 を 順 に 形 成 す る 。 こ の 他 、 第 2基 板 310と
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カ ラ ー フ ィ ル タ 320の 間 、 各 画 素 領 域 の 縁 部 に 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 360を 更 に 形 成 す る
。 図 3bに 示 す よ う に 、 本 実 施 例 は 実 施 例 1と 同 様 に 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 320と 透 明 補 助 電 極 34
0と の 間 に 、 更 に 平 坦 化 層 330を 介 装 す る 。 第 1基 板 170の 表 面 に は 、 画 素 電 極 140と 映 像 信
号 線 110が 同 一 水 平 面 上 に あ り 、 と も に 透 明 金 属 か ら な る 。 ま た 、 画 素 電 極 140と 対 向 電 極
160の 間 に は 絶 縁 層 180と 平 坦 化 絶 縁 層 200が 介 装 さ れ て い る 。 こ の 他 、 配 向 膜 190が 対 向 電
極 160を 被 覆 し て 、 第 2基 板 310上 の 配 向 膜 350と 位 置 合 わ せ し 、 ゲ ー ト 絶 縁 層 210が 走 査 信
号 線 と 第 1基 板 170と の 間 に 介 装 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 実 施 例 の 液 晶 表 示 器 は 、 従 来 の 液 晶 表 示 器 の よ う に 、 一 部 の 基 板 平 面 に 平 行 な 横 向 き
の 電 界 を 有 す る だ け で な く 、 画 素 電 極 140上 方 の 垂 直 電 界 成 分 も 有 し 、 電 界 分 布 は 図 3aの
矢 印 に 示 す よ う に 、 平 坦 化 絶 縁 層 200に よ り 液 晶 分 子 が 表 面 の 平 坦 性 が よ く な い た め に 生
じ る 配 向 異 常 現 象 を 低 減 し 、 且 つ 低 誘 電 率 の 材 料 か ら な る た め 、 間 接 的 に 底 部 金 属 線 が 起
こ す 電 力 線 の 液 晶 分 子 配 向 に 対 す る 影 響 を 低 減 し て 、 画 素 領 域 の 縁 部 の 光 漏 れ を 防 ぐ こ と
が で き る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 実 施 例 に お い て 、 図 4aに 示 す よ う に 、 液 晶 表 示 器 は 、 第 2基 板 310の 表 面 に カ ラ ー フ ィ
ル タ 320と 、 透 明 補 助 電 極 340と 、 配 向 膜 350と 、 を 順 に 形 成 す る 。 こ の 他 、 第 2基 板 310と
カ ラ ー フ ィ ル タ 320と の 間 、 各 画 素 領 域 の 縁 部 に 、 更 に ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 360を 形 成 す
る 。 本 実 施 例 は 、 図 4bに 示 す よ う に 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 320と 透 明 補 助 電 極 340と の 間 に 、 更
に 平 坦 化 層 330を 介 装 す る 。 第 1基 板 170の 表 面 に は 、 画 素 電 極 140と 対 向 電 極 160が 同 一 水
平 面 上 に あ り 、 画 素 電 極 140と 映 像 信 号 線 110と の 間 に 絶 縁 層 180が 介 装 さ れ て い る 。 こ こ
で 、 画 素 電 極 140と 対 向 電 極 160は と も に 透 明 金 属 か ら な る 。 な お 、 配 向 膜 190は 対 向 電 極 1
60を 被 覆 し て 、 第 2基 板 310上 の 配 向 膜 350と 位 置 合 わ せ し 、 ゲ ー ト 絶 縁 層 210は 走 査 信 号 線
と 第 1基 板 170と の 間 に 介 装 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 実 施 例 の 液 晶 表 示 器 は 、 従 来 の 液 晶 表 示 器 の よ う に 、 一 部 の 基 板 平 面 と 平 行 な 横 向 き
電 界 を 有 す る ほ か 、 画 素 電 極 140上 方 の 垂 直 電 界 成 分 も 有 し 、 電 界 分 布 は 図 4aの 矢 印 に 示
す 。 ま た 、 画 素 電 極 140と 対 向 電 極 160が 同 一 水 平 面 上 に あ る の で 、 同 一 工 程 に 整 合 す る こ
と が で き 、 電 極 製 作 の 工 程 を 簡 略 化 で き る 。 ま た 、 画 素 電 極 140と 対 向 電 極 160は と も に 映
像 信 号 線 110と 絶 縁 層 180を 介 し て い る の で 、 共 通 線 150と 映 像 信 号 線 110の 液 晶 分 子 に 対 す
る 影 響 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 実 施 例 に お い て 、 図 5aに 示 す よ う に 、 液 晶 表 示 器 は 、 第 2基 板 310の 表 面 に カ ラ ー フ ィ
ル タ 320と 、 透 明 補 助 電 極 340と 、 配 向 膜 350と 、 を 順 に 形 成 す る 。 こ の 他 、 第 2基 板 310と
カ ラ ー フ ィ ル タ 320と の 間 、 各 画 素 領 域 の 縁 部 に 、 更 に ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 360を 形 成 す
る 。 本 実 施 例 は 、 図 5bに 示 す よ う に 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 320と 透 明 補 助 電 極 340と の 間 に 、 更
に 平 坦 化 層 330を 介 装 す る 。 第 1基 板 170の 表 面 に は 、 画 素 電 極 140と 対 向 電 極 160が 同 一 水
平 面 上 に あ り 、 画 素 電 極 140と 映 像 信 号 線 110と の 間 に 絶 縁 層 180と 平 坦 化 絶 縁 層 200が 介 装
さ れ て い る 。 こ こ で 、 画 素 電 極 140と 対 向 電 極 160は と も に 透 明 金 属 か ら な る 。 な お 、 配 向
膜 190は 対 向 電 極 160を 被 覆 し て 、 第 2基 板 310上 の 配 向 膜 350と 位 置 合 せ し 、 ゲ ー ト 絶 縁 層 2
10は 走 査 信 号 線 と 第 1基 板 170と の 間 に 介 装 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 実 施 例 の 液 晶 表 示 器 は 、 従 来 の 液 晶 表 示 器 の よ う に 、 一 部 の 基 板 平 面 と 平 行 な 横 向 き
電 界 を 有 す る ほ か 、 画 素 電 極 140上 方 の 垂 直 電 界 成 分 も 有 し 、 電 界 分 布 は 図 5aの 矢 印 に 示
す 。 ま た 、 画 素 電 極 140と 対 向 電 極 160が 同 一 水 平 面 上 に 位 置 し 、 且 つ 映 像 信 号 線 110と 絶
縁 層 180及 び 平 坦 化 絶 縁 層 200を 介 し て い る の で 、 共 通 線 150と 映 像 信 号 線 110の 液 晶 分 子 に
対 す る 影 響 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ５ 】
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 実 施 例 に お い て 、 図 6に 示 す よ う に 、 液 晶 表 示 器 は 、 第 2基 板 310の 表 面 に カ ラ ー フ ィ
ル タ 320と 、 透 明 補 助 電 極 340と 、 配 向 膜 350と 、 を 順 に 形 成 す る 。 こ の 他 、 第 2基 板 310と
カ ラ ー フ ィ ル タ 320と の 間 、 各 画 素 領 域 の 縁 部 に 、 更 に ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 360を 形 成 す
る 。 第 1基 板 170の 表 面 に は 、 画 素 電 極 140と 対 向 電 極 160が 同 一 水 平 面 上 に あ り 、 画 素 電 極
140と 映 像 信 号 線 110と の 間 に 絶 縁 層 180が 介 装 さ れ て い る 。 こ こ で 、 画 素 電 極 140と 対 向 電
極 160は と も に 透 明 金 属 か ら な る 。 対 向 電 極 160に お け る 映 像 信 号 線 110と 隣 合 う 部 分 は 、
映 像 信 号 線 と 重 な っ て い る た め 、 映 像 信 号 線 110が 液 晶 層 400の 電 力 に 対 す る 影 響 が 映 像 信
号 線 110を 被 覆 す る 対 向 電 極 160に よ り 抑 え ら れ る 。 こ の 他 、 配 向 膜 190は 対 向 電 極 160を 被
覆 し て 、 第 2基 板 310上 の 配 向 膜 350と 位 置 合 せ し 、 ゲ ー ト 絶 縁 層 210は 走 査 信 号 線 と 第 1基
板 170と の 間 に 介 装 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 実 施 例 の 液 晶 表 示 器 は 、 従 来 の 液 晶 表 示 器 の よ う に 、 一 部 の 基 板 平 面 と 平 行 な 横 向 き
電 界 を 有 す る ほ か 、 画 素 電 極 140上 方 の 垂 直 電 界 成 分 も 有 し 、 電 界 分 布 は 図 6の 矢 印 に 示 す
。 対 向 電 極 160の 一 部 が 映 像 信 号 線 110と 重 な っ て い る の で 、 横 向 き の 電 界 を 増 加 し て 、 画
素 領 域 の 開 口 率 を 増 加 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ６ 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 実 施 例 に お い て 、 図 7aに 示 す よ う に 、 液 晶 表 示 器 は 、 第 2基 板 310の 表 面 に カ ラ ー フ ィ
ル タ 320と 、 透 明 補 助 電 極 340と 、 配 向 膜 350と 、 を 順 に 形 成 す る 。 こ の 他 、 第 2基 板 310と
カ ラ ー フ ィ ル タ 320と の 間 、 各 画 素 領 域 の 縁 部 に 、 更 に ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 360を 形 成 す
る 。 本 実 施 例 は 、 図 7bに 示 す よ う に 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 320と 透 明 補 助 電 極 340と の 間 に 、 更
に 平 坦 化 層 330を 介 装 す る 。 図 7cに 示 す よ う に 、 本 実 施 例 で は 、 更 に 異 な る 画 素 間 の オ ー
バ ラ ッ プ に よ っ て 、 画 素 領 域 境 界 線 上 の 遮 光 効 果 を 実 現 し て 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス に 代
え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 第 1基 板 170の 表 面 に は 、 画 素 電 極 140と 対 向 電 極 160が 同 一 水 平 面 上 に あ り 、 画 素
電 極 140と 映 像 信 号 線 110と の 間 に 絶 縁 層 180及 び 平 坦 化 絶 縁 層 200が 介 装 さ れ て い る 。 こ こ
で 、 画 素 電 極 140と 対 向 電 極 160は と も に 透 明 金 属 か ら な る 。 対 向 電 極 160に お け る 映 像 信
号 線 110と 隣 合 う 部 分 は 、 映 像 信 号 線 と 重 な っ て い る た め 、 液 晶 層 400と 映 像 信 号 線 110の
間 に お い て 対 向 電 極 160に よ り 映 像 信 号 線 110の 液 晶 層 400に 対 す る 影 響 を 遮 蔽 す る 。 こ の
他 、 配 向 膜 190は 対 向 電 極 160を 被 覆 し て 、 第 2基 板 310上 の 配 向 膜 350と 位 置 合 せ し 、 ゲ ー
ト 絶 縁 層 210は 走 査 信 号 線 と 第 1基 板 170と の 間 に 介 装 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 実 施 例 の 液 晶 表 示 器 は 、 従 来 の 液 晶 表 示 器 の よ う に 、 一 部 の 基 板 平 面 と 平 行 な 横 向 き
電 界 を 有 す る ほ か 、 画 素 電 極 140上 方 の 垂 直 電 界 成 分 も 有 し 、 電 界 分 布 は 図 7aの 矢 印 に 示
す 。 対 向 電 極 160の 一 部 が 映 像 信 号 線 110と 重 な っ て い る の で 、 横 向 き の 電 界 を 増 加 し て 、
画 素 領 域 の 開 口 率 を 増 加 す る こ と が で き る 。 ま た 、 平 坦 化 絶 縁 層 200の 存 在 に よ り 、 共 通
線 150と 映 像 信 号 線 110の 液 晶 層 に 対 す る 影 響 を 低 減 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 を 参 照 し て 詳 述 し て き た が 、 具 体 的 な 構 成 は 、 こ の 実 施 例
に 限 ら れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 の 設 計 変 更 等 が あ っ て も 、 本 発
明 に 含 ま れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 器 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ａ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 器 の 実 施 例 1の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ｂ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 器 の 実 施 例 1の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ａ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 器 の 実 施 例 2の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ｂ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 器 の 実 施 例 2の 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ４ ｂ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 器 の 実 施 例 3の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ ａ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 器 の 実 施 例 3の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ ａ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 器 の 実 施 例 4の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ ｂ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 器 の 実 施 例 4の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 器 の 実 施 例 5の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ ａ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 器 の 実 施 例 6の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ ｂ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 器 の 実 施 例 6の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ ｃ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 器 の 実 施 例 6の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 器 が オ フ 状 態 の 下 、 画 素 電 極 と 対 向 電 極 間 の 液 晶 分 子 の 配 列 を
示 す 略 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 器 が オ ン 状 態 の 下 、 画 素 電 極 と 対 向 電 極 間 の 液 晶 分 子 の 配 列 を
示 す 略 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 器 が オ フ 状 態 の 下 、 画 素 電 極 上 に あ る 液 晶 分 子 の 配 列 を 示 す
略 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 器 が オ ン 状 態 の 下 、 画 素 電 極 と 対 向 電 極 間 の 液 晶 分 子 の 配 列
を 示 す 略 図 で あ る 。
【 図 １ ２ ａ 】 従 来 の IPS液 晶 表 示 器 の 略 図 で あ る 。
【 図 １ ２ ｂ 】 図 12aに お い て III-III’ に 沿 っ た IPS液 晶 表 示 器 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
1A             下 基 板
1B             上 基 板
2              走 査 信 号 線
3              映 像 信 号 線
14             基 準 電 極
15             表 示 電 極
30             遮 光 膜
31             遮 蔽 電 極
110            映 像 信 号 線
120            走 査 信 号 線
130            TFT
140            画 素 電 極
150            共 通 線
160            対 向 電 極
170            第 1基 板
180            無 機 絶 縁 層
190            配 向 膜
200            平 坦 化 絶 縁 層
210            ゲ ー ト 絶 縁 層
310            第 2基 板
320            カ ラ ー フ ィ ル タ
330            平 坦 化 層
340            透 明 補 助 電 極
350            配 向 膜
360            ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス
400            液 晶 層
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【 図 １ 】

【 図 ２ ａ 】

【 図 ２ ｂ 】

【 図 ３ ａ 】

【 図 ３ ｂ 】

【 図 ４ ａ 】

【 図 ４ ｂ 】

【 図 ５ ａ 】

【 図 ５ ｂ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ ａ 】
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【 図 ７ ｂ 】

【 図 ７ ｃ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ ａ 】 【 図 １ ２ ｂ 】
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